
 

第 80 回トイレラボ勉強会 のご案内（オンライン） 

 トイレラボ勉強会は、毎回ゲストをお迎えして、参加者のみなさんと一緒に意見交換をしながらトイレや

排泄のことを考える場です。参加者同士がつながっていけるような勉強会ですので、会員以外の方もお誘い

合わせのうえ、ぜひご参加ください。 

ゲストスピーカー 

曽根 祥行さん（国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

 有人与圧ローバーエンジニアリングセンター 主幹研究開発員） 

 

 

 

 

 

 

テーマ『月面で暮らすためのトイレとは？ 

 ― アルテミス計画と有人与圧ローバーの挑戦』 
月探査プロジェクト「アルテミス計画」がアメリカ航空宇宙局（NASA）主導の国際協力体

制のもと進められています。その一環として宇宙航空研究開発機構（JAXA）において開発され

ているのが「有人与圧ローバー」です。この有人与圧ローバーは、宇宙飛行士が乗り込んで生

活しながら月面を探査することができる車のことで、月面の地質・資源の調査などで重要な役

割を持ちます。国際宇宙ステーションなど既存の施設と月面では環境が異なるため、有人与圧

ローバー内には新しい仕組みのトイレが必要になります。今年 5 月、JAXA が主催する有人与

圧ローバー向けトイレ開発に関する意見交換会を日本トイレ研究所にてプロデュースしまし

た。 

今回は、JAXA の担当者をお迎えし、アルテミス計画や、月面で有人与圧ローバーに求めら

れるトイレの開発についてお話いただきます。 

【日 時】2026 年 8 月 28 日（金）18：30～20：00 

【定 員】先着 100 名 

【参 加 費】会員：無料 ／ 非会員：2,000 円 

【視聴方法】オンライン（ライブ配信）※Zoom 使用 

【申込方法】下記 URL または二次元コードよりお申し込みください 

会員の方 → https://x.gd/xA2L4 

非会員の方→ https://toiletlabo.official.ec/items/152379464 

 

 

 

 

国際宇宙ステーションの日本実験棟「きぼう」の開発と初期運用段階におい

て、宇宙飛行士の船外活動に関する技術調整や訓練支援、並びに「きぼう」の

宇宙飛行士作業計画を調整する運用管制要員など約 18 年間従事。その後異業

種に移り、医療検査機器メーカーの製品開発・規制対応など約 10 年間経験。

2025 年に JAXA 有人与圧ローバーエンジニアリングセンターへ着任し、排泄物

管理システム（トイレ）の担当者として開発業務を現在推進中。 

【問 合 先 】特定非営利活動法人日本トイレ研究所  

MAIL  laboseminar@toilet.or.jp  ／  TEL  03-6809-1308   

・お申し込みの際にご記入いただいたメールアドレスに自動返信で参加 URL が届きます。 

・資料データの配付は行っておりません。また、勉強会の録音・録画はご遠慮ください。 

会員の方 

非会員の方
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